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筑紫野市シニアクラブ連合会報
筑紫野市シニアクラブ連合会の活動は、一部
赤い羽根共同募金の援助をいただいております。

　6月 10日（金）、諸田多目的グラ
ウンドにて春季ペタンク大会を開催
しました。今大会は、筑紫野市市制
施行 50周年記念を兼ねて行い、ま
た、県大会出場をかけた予選会でも
あるため、参加した 24 チーム 98
名はいつにも増して気合いを込めた
投球で熱戦を展開。見事、六反Aチー
ムが優勝を果たしました。
� 【4ページに関連記事】
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筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 86号（2）第 86号（2）令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

ワ
ク
チ
ン
接
種
し

　
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
よ
う

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

小
川　

豊

《
会
長
あ
い
さ
つ
》

　

炎
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

当
会
の
活
動
や
事
業
推
進
に
対

し
、
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
筑
紫
野
市
・
社
会
福
祉
協

議
会
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が
見

え
な
い
中
、
令
和
４
年
度
を
迎

え
、
5
月
7
日
（
土
）
に
は
3
年

ぶ
り
に
通
常
総
会
を
開
催
し
、
今

年
度
も
感
染
状
況
を
見
な
が
ら

3
大
ス
ポ
ー
ツ
を
初
め
、
歩
け
歩

け
運
動
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
、
女

性
部
卓
球
バ
レ
ー
大
会
、
お
け
い

こ
ご
と
発
表
会
、
シ
ニ
ア
祭
り
な

ど
の
事
業
計
画
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
承
認
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
本
年
6
月
か
ら
65
歳
以

上
の
高
齢
者
に
対
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
第
4
回

目
の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
や
各
種
事
業
が

普
段
通
り
に
行
え
る
の
も
間
近
で

は
な
い
か
と
希
望
を
持
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
も
各
種
事
業
へ

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
４
月
に
筑
紫

野
市
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
当
会
は
創
立
時
か

ら
「
高
齢
期
を
楽
し
く
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
で
自
立

し
、
身
近
な
仲
間
と
支
え
合
い

な
が
ら
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
が
推
進
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
に
積
極
的
に
参
加
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令和4年度�新任単位クラブ会長
氏　名 クラブ名

山内 　公昭 大　　門
高田 　克二 武　　蔵
尾中 　信裕 上　古　賀
中村 　隆一 紫
立花 　重和 針　　摺
濱田 　健一 若　　中

氏　名 クラブ名
脇山 　憲子 東　吉　木
堤 　　　勝 下阿志岐
森　 　哲男 中阿志岐
永田 　富子 上阿志岐
丸山 　関雄 牛　　島
槻木 　繁美 天　　山

令和4年度�新任監査役

氏　名 地区名
行徳 　隆敏 二日市
森 　　哲男 御　笠



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（3）第 86号（3）第 86号 令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

令
和
4
年
度 

通
常
総
会
開
催

　

5
月
7
日
（
土
）、
カ
ミ
ー
リ

ヤ
に
て
令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
通
常
総
会
を

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

の
た
め
、
例
年
ご
臨
席
い
た
だ
く

来
賓
の
皆
様
に
は
案
内
を
控
え
、

理
事
を
は
じ
め
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

の
み
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
多
年
に
わ
た
り
筑
紫
野
市

シ
ニ
ア
連
に
貢
献
さ
れ
た
8
名
の

功
労
者
の
方
々
へ
小
川
会
長
よ
り

表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
二
日
市
地
区
シ
ニ

ア
連
の
島
村
紀
生
氏
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、令
和
３
年
度
事
業
活
動
、

決
算
及
び
監
査
報
告
、
役
員
選
任

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
事
業
活

動
計
画
、
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

審
議
し
、
す
べ
て
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

小川会長あいさつ小川会長あいさつ

総会は滞りなく進行総会は滞りなく進行

拍手にて全議案は承認・可決拍手にて全議案は承認・可決

シニアクラブに貢献した皆さんを表彰シニアクラブに貢献した皆さんを表彰

クラブ名 氏　名

上古賀 山田 　光康
鳥　居 石橋 　武子
天拝坂 桑原 　満子
天拝坂 秋岡 　桂子
針　摺 萩尾　 靖弘

紫 野中 　康之
西小田 山内 　清隆
光が丘 森山 　五男

令和3年度令和3年度
市シニア連会長被表彰者市シニア連会長被表彰者

（敬称略）



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 86号（4）第 86号（4）令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

今
年
度
も
体
育
部
が
中
心
と
な
り
、
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア

連
の
三
大
ス
ポ
ー
ツ
春
季
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
選
手
の
皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
も
上
が
り
、

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
の
秋

季
大
会
で
上
位
入
賞
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

強
豪
24
チ
ー
ム

 

六
反
Ａ
が
熱
戦
制
す

　

6
月
10
日
（
金
）、
諸
田
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
春
季
ペ
タ
ン

ク
大
会
を
開
催
し
24
チ
ー
ム
98
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

3
年
ぶ
り
と
な
る
今
大
会
か
ら

体
育
部
以
外
の
メ
ン
バ
ー
で
審
判

を
行
う
こ
と
と
し
、
事
前
に
体
育

部
会
よ
り
基
本
ル
ー
ル
の
説
明
、

ス
コ
ア
の
点
数
の
つ
け
方
、
判
定

基
準
等
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
選
手
の
中

で
審
判
が
で
き
る
方
が
い
た
た
め

当
日
急
き
ょ
審
判
役
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
加
え
て
ゲ
ー
ム
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
よ
う
に
ス
コ

ア
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
の
う
ち
対

戦
チ
ー
ム
名
、
選
手
名
を
全
て
事

前
に
記
入
し
て
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
は
、
各
地
区
の
女
性

部
長
に
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

た
だ
き
整
列
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
女
性
部
長
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
大
会
で
し
た
が
、

各
地
区
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

強
豪
チ
ー
ム
が
揃
い
各
コ
ー
ト
で

最
後
ま
で
見
逃
せ
な
い
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
は
激
戦
区

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
二
日
市
区
の

六
反
Ａ
チ
ー
ム
で
し
た
。
優
勝
し

た
六
反
Ａ
チ
ー
ム
に
は
県
大
会
出

場
権
も
付
与
さ
れ
ま
す
。

女性部長がプラカードで整列確認

注目集まる気合いの一投注目集まる気合いの一投
体育部
活動報告

順　位 地区名 クラブ名クラブ名

優　勝 二日市 六反Ａ

準優勝 筑　紫 筑紫駅前通

第３位 二日市 塔　原

第４位 二日市 武　蔵

第５位 二日市 六反 B

大会結大会結果果

部長：牟田　正

ペタンク
大会



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（5）第 86号（5）第 86号 令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

順　位 チーム名

優　勝 俗明院

準優勝 紫ヶ丘

第３位 美しが丘南

第４位 美　咲

大会結大会結果果

【男性】【男性】
順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 船越 　　運 永　岡

準優勝 上村 　竹見 東新町

第３位 本田 　　正 針摺東

第４位 岡部 　隆美 西小田

第５位 井上 　政則 ちくし

順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 平山 　輝子 永　岡

準優勝 伊藤 シナ子 美しが丘

第３位 白石 由美子 光が丘

第４位 吉永　 照子 ちくし

第５位 川端 　桂子 天拝坂

【女性】【女性】

（敬称略）

大会結大会結果果

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
連
の
今
年

度
最
初
の
行
事
と
し
て
4
月
19

日
（
火
）、
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
諸
田
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

１
８
５
名
の
選
手
が
参
加
。
う
ち

80
歳
以
上
の
方
も
男
性
60
名
、
女

性
29
名
が
元
気
に
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
男
女
と
も
に
良

い
ス
コ
ア
が
続
出
し
、
総
合
１
位

の
成
績
を
残
し
た
の
は
、
ス
コ
ア

　5 月 6 日（金）、カミーリヤふれあい公園にて春季ゲートボール大会を
開催し、ゲートボールの競技ならではの独特な緊張感が漂う中、4 チーム
が磨いたチームワークを発揮しました。
　近年ゲートボールの競技人口が年々減少しています。ゲートボールを
やってみたいと思われる方は、ぜひ市シニア連体育部までご連絡ください。

53
の
平
山
輝

子
さ
ん
（
永

岡
）
で
、
全

体
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

上
位
4
名
に
入
ら
れ
た
方
々

に
は
10
月
に
開
催
さ
れ
る
県
大

会
の
出
場
権
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
筑
紫
野
市
市
制
施

行
50
周
年
大
会
と
し
て
、
優
勝
者

に
は
、
記
念
の
カ
ッ
プ
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

50 周年記念の優勝カップ50 周年記念の優勝カップ

80 歳以上も 89 名参加しました80 歳以上も 89 名参加しました

慎重に狙って慎重に狙って

一打に集中
連携プレー鮮やかに

グラウンド
ゴルフ大会

ゲートボール
大会

ス
コ
ア
53
で

 

平
山
輝
子
さ
ん
が
優
勝



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 86号（6）第 86号（6）令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
連
の

囲
碁
大
会
を
4
月
24
日

（
日
）
と
7
月
3
日
（
日
）

に
カ
ミ
ー
リ
ヤ
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
会
場
変
更

に
伴
い
イ
ス
に
座
っ
て
対

局
を
行
う
形
式
に
変
更
。

新
し
く
囲
碁
盤
も
購
入

し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
は
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
大
会
結
果
は
、
漢

輝
久
氏
（
鳥
居
）
が
春
と

　文教部では、毎年、囲碁大会の運営を行っています。今年度
から多くの方が参加しやすいようにイスで対局を行うように変
更しました。初心者も大歓迎です。ぜひご参加ください。

【新春囲碁大会】25名参加

順　位 氏　名 クラブ名

優　勝 漢 　　輝久 鳥　居

準優勝 緒方 　裕之 京町北

第３位 谷口 　　優 若　江

Aグループ

順　位 氏　名 クラブ名

優　勝 内田 　健二 針摺東

準優勝 筒井 　陽雄 むさしケ丘

第３位 高橋 　直行 京町北

Bグループ

（敬称略）

（敬称略）

順　位 氏　名 クラブ名

優　勝 漢 　　輝久 鳥　居

準優勝 内場 　高広 石　崎

第３位 浅川 　昌浩 みかさ台

Aグループ

順　位 氏　名 クラブ名

優　勝 中川 　文男 次　田

準優勝 安達 　時雄 むさしケ丘

第３位 奥園 　末生 牛　島

Bグループ

【夏季囲碁大会】29名参加

夏
い
ず
れ
も
優
勝
す
る
偉

業
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
も
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新春囲碁大会優勝者

夏季囲碁大会優勝者

漢 輝久さん

漢 輝久さん

内田 健二さん

中川 文男さん
盤上の真剣勝負盤上の真剣勝負

漢
輝
久
氏
が
春
夏
で
連
覇

《
春
季
・
夏
季
大
会
結
果
報
告
》

《10月7日（金）秋季囲碁大会開催》《10月7日（金）秋季囲碁大会開催》
参加ご希望の方は、9月末日までにお申込みください。

文教部
活動報告
部長：井上　章

囲碁大会



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（7）第 86号（7）第 86号 令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

み
ん
な
で
守
り

未
然
に
防
ご
う

高齢者の交通事故を
減らしましょう！

【飲酒運転の撲滅】
◎飲酒運転は犯罪です。「飲酒運転は絶対しない、させない、許さない、
そして見逃さない」ことを徹底しましょう。

◎飲酒するときの体調と翌日の運転予定を考えて「適正飲酒」を心がけましょう。
◎二日酔い運転をしないよう、運転前にアルコールが残っていないか確認しましょう。
◎飲酒運転を見かけたから必ず 110番通報しましょう。

高齢者による交通事故が増えています。
「大丈夫だろう」という油断が事故を招
きます。皆さんも気をつけましょう。

　

６
月
13
日
（
月
）、
筑
紫
交

通
安
全
協
会
と
筑
紫
野
警
察

署
が
合
同
で
、
筑
紫
野
自
動
車

学
校
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
西
鉄
電
車

の
協
力
を
得
て
、
交
通
安
全
講

筑
紫
地
区
シ
ニ
ア
参
加「
交
通
安
全
講
習
会
」

防
ご
う
！
踏
切
内
事
故

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
も
協
力
参
加
し
、
踏
切

内
で
車
が
停
止
し
た
際
の
対

処
や
要
領
等
を
Ｊ
Ｒ
九
州
の

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、

実
際
に
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し

た
り
、
踏
切
バ
ー
を
斜
め
に
押

し
上
げ
て
踏
切
内
か
ら
出
る

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
も
踏
切
の

前
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
、

万
が
一
踏
切
内
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
場
合
は
、
焦
ら
ず
非
常

ボ
タ
ン
を
押
し
て
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

非常ボタンの押し方を体験非常ボタンの押し方を体験



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 86号（8）第 86号（8）令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

歩
け
歩
け
運
動
報
告

歩
け
歩
け
運
動
報
告

こ
う
こ
う

み
ん
な
で

み
ん
な
で

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
体
力
と
健
康
の
増
進

の
た
め
「
歩
け
歩
け
運
動
」
を

各
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
4
地
区
の
活
動
の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

二
日
市
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
５
月
20
日 

（
金
）
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
実
施
で
き

な
か
っ
た
「
歩
け
歩
け
運
動
」
を

３
年
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず

の
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
は
地
区
内
の
各

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
新
緑
や
若
葉

も
ま
ぶ
し
い
天
拝
歴
史
自
然
公
園

を
目
指
し
て
歩
き
ま
し
た
。

　

天
拝
歴
史
自
然
公
園
に
は
、
14

単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
95
名（
男
性
47
名
・

女
性
48
名
）
の
健
脚
が
集
ま
り
ま

し
た
。
３
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
主
催
者
と
し
て
は
参

加
人
数
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

想
定
し
て
い
た
参
加
人
数
を
は
る

か
に
上
回
り
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。

　

天
拝
歴
史
自
然
公
園
に
着
い
た

参
加
者
は
水
上
ス
テ
ー
ジ
の
観
覧

席
に
座
り
３
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。
斉
田
裕
副
会
長

の
司
会
で
進
行
さ
れ
、
会
長
あ
い

さ
つ
の
後
、
筑
紫
野
市
健
康
づ
く

り
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
西
正
則

次
田
ク
ラ
ブ
会
長
と
、
田
中
壽
子

曙
町
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
の
指
導
に

よ
り
脳
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ

ズ
ム
体
操
「
筑
紫
野
恋
歌
」
な
ど

を
み
ん
な
で
楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

二日市

二
日
市
地
区

会
長　

島
村　

紀
生

二日市東

二
日
市
東
地
区

会
長　

井
上　
　

章

天拝歴史自然公園でリズム体操天拝歴史自然公園でリズム体操 3
年
ぶ
り
実
施
、再
会
喜
ぶ

天
拝
湖
を
元
気
に
歩
く

　

5
月
27
日
（
金
）、
天
拝
湖
に

集
合
し
、
二
日
市
東
地
区
の
歩
け

歩
け
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
拝
湖
の
横
の
広
場
で
準
備
体

操
を
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
た
め

の
注
意
事
項
の
説
明
を
行
い
、
各

行
政
区
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
天
拝
湖

周
回
2
・
5
㌔
の
コ
ー
ス
を
出
発

し
ま
し
た
。
同
時
に
救
援
車
の
配

置
も
行
い
、歩
く
の
が
早
い
人
か
ら
、

遅
い
人
ま
で
約
30
分
の
差
で
し
た

が
全
員
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
そ
の
場
で
お
弁
当
を
食

べ
る
人
た
ち
は

強
い
日
差
し
を

避
け
る
た
め
木

の
下
に
移
動
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
に
会
員

同
士
の
親
睦
を

深
め
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

親睦深める楽しいひととき親睦深める楽しいひととき



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（9）第 86号（9）第 86号 令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

御　笠

御
笠
地
区

会
長　

奥
園　

末
生

筑紫南

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会　

長　

伊
藤　

嘉
裕

仲間と歩けば足取り軽い仲間と歩けば足取り軽い

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
大
切
にはつらつ最高齢者は 94 歳！

　

５
月
16
日
（
月
）、
美
し
が
丘

南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
歩
け
歩
け
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
13
名
は
、
10
時
に
原
田

公
園
に
集
合
し
、
準
備
運
動
を
し

て
上
原
田
を
ゴ
ー
ル
に
目
指
し
、

歩
行
距
離
４
㌔
弱
の
コ
ー
ス
を
元

気
に
歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
94
歳
の
最
高
齢
者
の

方
を
筆
頭
に
、
多
く
の
高
齢
者
が

参
加
す
る
た
め
、万
が
一
を
考
え
、

車
１
台
を
用
意
し
万
全
を
期
し
て

実
行
。
結
果
、
帰
着
５
０
０
㍍
く

ら
い
の
所
で
一
人
体
調
を
悪
く
し

た
方
が
い
た
た
め
、
事
前
準
備
し

た
車
が
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
行
き
と
帰
り
の
コ
ー

ス
を
変
え
、
最
後
ま
で
楽
し
く
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
も
好
評
で
「
ま
た

お
願
い
し
ま
す
」
と
の
声
も
!!

　

5
月
2
日
（
月
）、 
御
笠
コ
ミ
セ

ン
広
場
に
て
思
い
思
い
の
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
を
着
た
60
名
の
会
員
が
集

合
し
ま
し
た
。
実
施
当
日
は
、
天
候

に
恵
ま
れ
、
歩
く
に
は
や
や
気
温
が

高
め
で
し
た
が
、
コ
ー
ス
は
昨
年
と

同
様
、
距
離
に
し
て
約
３
㌔
の
御
笠

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

時
間
に
し
て
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス

で
約
１
時
間
歩
く
緩
や
か
な
平
坦

地
で
す
。
し
か
し
、
行
き
は
よ
い
よ

い
帰
り
は
キ
ツ
イ
。 

参
加
し
た
皆

さ
ん
「
日
頃
か
ら
運
動
し
と
か
な
い

と
い
け
な
い
ね
」
と
反
省
し
な
が
ら

も
無
事
に
御
笠
コ
ミ
セ
ン
に
到
着

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
、

中
間
地
点
で
の
人
数
の
確
認
や
、
早

く
歩
く
組
と
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
組
と

の
バ
ラ
ン
ス
等
を
調
整
す
る
課
題

は
あ
っ
た
も
の
の
一
人
も
熱
中
症

に
な
る
人
は
な
く
、
ま
た
、
ケ
ガ
を

す
る
人
も
な
く
全
員
が
無
事
完
歩

で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。 

　

最
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

真
剣
勝
負
で
ゲ
ー
ム
に
没
頭
。
疲
れ

も
ど
こ
へ
い
っ
た
や
ら
、
笑
い
声
の

中
で
ゲ
ー
ム
は
終
了
し
ま
し
た
。 

健
康
の
あ
り
が
た
さ
、
運
動
の
大
切

さ
、
参
加
者
同
士
の
友
愛
な
ど
を
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
感
じ
な
が
ら
散
会

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
へ

感
謝
。
そ
し
て
来
年
も
元
気
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。 

お
疲
れ
様
で
し
た
。

みんなで目指そう健康長寿みんなで目指そう健康長寿



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 86号（10）第 86号（10）令和 4年 8月 1日令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

合
併
以
来
３
年
ぶ
り

�
集
会
形
式
で
定
期
総
会
開
く

７
４
９
名

会
員
数

二
日
市
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

【
会
長　

島
村　

紀
生
】

二日市

　

４
月
30
日 

（
土
）、
二
日
市
地

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
定

期
総
会
を
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
に
て
開

催
し
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
代

議
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
形
式
の
総
会
が
開
催
さ

れ
た
の
は
、
旧
二
日
市
東
地
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
、
二

日
市
西
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
新
設
合
併
し
た
令
和
元

年
５
月
１
日
の
設
立
総
会
以
来

の
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

実
に
３
年
ぶ
り
で
し
た
。

　

代
議
員
45
名
中
41
名
が
出
席

し
て
総
会
は
成
立
。
斉
田
裕
塔

原
会
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、

島
村
紀
生
会
長
か
ら
２
ク
ラ
ブ

が
退
会
、
休
部
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

長
に
大
串
俊
二
湯
町
会
長
が
選

出
さ
れ
、
議
事
は
順
調
に
進
み
、

令
和
３
年
度
の
事
業
・
会
計
・

監
査
の
各
報
告
と
決
議
事
項
で

は
総
会
開
催
月
の
変
更
に
伴
う

規
約
の
変
更
、
役
員
辞
任
に
伴

う
後
任
役
員
の
選
任
、
令
和
４

斉田裕塔原会長が司会進行斉田裕塔原会長が司会進行

熱心に聴く代議員の皆さん熱心に聴く代議員の皆さん

年
度
事
業
計
画
・
会
計
予
算
の

各
議
案
が
全
会
一
致
で
原
案
通

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
女
性
部
会
の

初
会
合
で
は
、
自
己
紹
介
の
後
、

積
極
的
で
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
予
定
し
て
い

た
全
日
程
を
終
了

し
、
代
議
員
全
員
に

弁
当
と
飲
み
物
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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二
日
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
４
月
５
日 

（
火
）、
諸
田

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
二
日
市
地

区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
春
季
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
筑
紫
野
市
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
春
季
大

会
出
場
者
選
考
会
を
兼
ね
て
お
り

大
会
の
前
日
に
は
、
役
員
・
体
育

委
員
・
有
志
の
６
名
が
赤
・
青
２

面
の
コ
ー 

ス
を
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ホ
ー
ル
に
ポ
ス
ト
や
ス
タ

ー
ト
マ
ッ
ト
を
設
置
し
て
大
会
に

備
え
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
素
晴
ら
し
い
絶
好

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
日
和
に

恵
ま
れ
、
受
付
時
間
前
か
ら
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会

員
70
名
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
会
長
あ
い
さ
つ
が

あ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
運
動
不

足
と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
各
単

位
ク
ラ
ブ
間
の
融
和
と
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
最
後
ま
で
プ
レ

ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激

励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
合

図
と
と
も
に
、
２
面
の
各
ス
タ
ー

好プレー続出！好プレー続出！

入賞者の皆さん入賞者の皆さん

　◆入賞者
優　勝　若狭 　槌人（曙　町）
第２位　川端 　桂子（天拝坂）
第３位　冨田 　信之（天拝坂）
◆ホールインワン賞

《７番ホール》
冨田 　信之（天拝坂）
星野 　和美（大　坪） 

ト
ホ
ー
ル
か
ら
一
斉
に
力
強
く
ス

イ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

気
持
ち
の
良
い
青
空
の
下
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
市
シ
ニ
ア
連
大
会
の
出
場
権

獲
得
を
目
指
し
て
皆
さ
ん
一
打
に

集
中
し
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。

好
プ
レ
ー
続
出
で
順
調
に
進
み
、

予
定
通
り
無
事
に
大
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
２
ラ
ウ
ン
ド
16

ホ
ー
ル
で
行
い
、
上
位
56
位
ま
で

の
方
は
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
連
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

3

地区ＧＧ春季大会開催地区ＧＧ春季大会開催
目指せ市シニア連大会目指せ市シニア連大会



第 86号（12）令和 4年８月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

再
会
を
待
ち
わ
び
て

念
願
ペ
タ
ン
ク
大
会

ま
す
ま
す
若
々
し
く

肌
の
お
手
入
れ
講
座

食
事
を
一
緒
に

初
の
シ
ン
グ
ル
会
開
催

１
０
７
名

会
員
数

針
摺
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
豊
満
会
）

【
会
長　

長
尾　

龍
雄
】

二日市東

　

6
月
22
日
（
水
）、
上
の
浦

公
園
に
て
、
3
年
ぶ
り
の
ペ
タ

ン
ク
大
会
を
開
催
し
、
28
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
6
名
の
ペ
タ

ン
ク
実
行
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
事
前
準
備
や
当
日
の

進
行
を
行
い
、
皆
さ
ん
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
公
民
館
で

お
弁
当
を
み
ん
な
で
食
べ
、
会

話
を
楽
し
み
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

5
月
13
日
（
木
）、
地
元
の

化
粧
品
メ
ー
カ
ー
「
薬
師
堂
」

よ
り
ご
協
賛
い
た
だ
き
、
女
性

会
員
17
名
が
参
加
し
て
「
お
肌

の
お
手
入
れ
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

面
会
や
外
出
機
会
が
減
っ
て
い

る
高
齢
者
の
健
康
を
支
え
る
こ

と
を
目
的
に
初
め
て
実
施
さ
れ

　

6
月
15
日
（
水
）「
食
事
処

ポ
パ
イ
」
に
て
初
の
シ
ン
グ
ル

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
一
人
住
ま
い
の

会
員
女
性
18
名
、
男
性
7
名
で

お
い
し
い
食
事
を
食
べ
な
が

ら
、
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
て
行
う
食
事
会

で
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
行

い
、
会
員
同
士
の
絆
を
強
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仲間との楽しい時間が
健康の秘訣！

ま
し
た
。

　

皮
脂
不
足

を
補
い
、
肌

水
分
を
保
つ

「
馬
油
」
と
水
を
顔
に
塗
り
、

指
や
握
り
こ
ぶ
し
を
使
っ
て
顔

全
体
か
ら
首
ま
で
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
方
法
は
、
日
常
的
に
簡

単
に
で
き
る
と
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
講
座
終
了
後
は
、
食

事
会
を
久
し
ぶ
り
に
行
い
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

3 年ぶりのペタンク大会3 年ぶりのペタンク大会

みんなと食べるとおいしさ倍増みんなと食べるとおいしさ倍増



（13）第 86号 令和 4年８月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

み
ん
な
で
覚
え
て
普
及

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

58
名

会
員
数

ち
く
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
筑
寿
会
）

【
会
長　

牟
田　

正
】

筑　紫

　

6
月
15
日
（
水
）、
ち
く
し

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
春
の
日
帰
り

旅
行
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
、

大
分
県
日
田
市
に
あ
る
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
の
工
場
見
学
に
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

車
中
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

な
が
ら
目
的
地
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
工
場
に
到
着
。
工
場
で
は
、

説
明
を
受
け
な
が
ら
ビ
ー
ル
が

ど
の
よ
う
に
出
荷
さ
れ
て
い
る

か
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
興
味
津
々
で
し
た
。
最
後
は

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
ビ
ー

ル
の
試
飲
で
す
。
出
来
た
て
の

ビ
ー
ル
な
の
で
、
家
で
飲
む
よ

り
一
段
と
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
団
体
見
学
は
中

止
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
解

除
に
な
り
私
た
ち
が
最
初
の
団

体
客
と
の
こ
と
で
し
た
。
昼
食

は
原
鶴
の
ホ
テ
ル
に
行
き
、
懇

親
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
で
大
い
に

ぎ
わ
い
。
帰
り
は
道
の
駅
の
三

連
水
車
に
立
ち
寄
っ
て
買
い
物

を
し
筑
紫
路
に
着
き
ま
し
た
。

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

　

7
月
14
日
（
木
）
の
定
例

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女
性
部

長
会
議
で
会
員
へ
「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
」
を
啓
蒙
す

る
た
め
に
、
二
日
市
東
地
区

の
会
長
会
に
て
練
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
体
操
を
行
う
方

も
多
く
、
回
を
重
ね
て
覚
え

て
浸
透
し
て
い
こ
う
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

の
映
像
を
お
手

本
に
楽
し
く
取

り
組
み
ま
し

た
。

出来たては格別！ビール工場見学へ出来たては格別！ビール工場見学へ

動画をお手本に練習動画をお手本に練習

指先までしっかり指先までしっかり
伸ばして伸ばして

ビールの試飲が最高でしたビールの試飲が最高でした

出荷までの工程に興味津々出荷までの工程に興味津々

道
の
駅
の
三
連
水
車

道
の
駅
の
三
連
水
車

二日市東地区
シニアクラブ連合会

【会長　井上　章】

二日市東



第 86号（14）令和 4年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

令
和
４
年
度
総
会
開
催

　
　
可
能
な
限
り
活
動
を

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず

ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
も
う
‼

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
ゆ
う
ゆ
う
会
）

50
名

会
員
数

【
会
長　

伊
藤　

嘉
裕
】

筑紫南

　

4
月
13
日
（
水
）、
美
し
が
丘
南

公
民
館
に
て
、
美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
令
和
4
年
度
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
席
者
は
、
計
26
名
（
男

性
13
名
、
女
性
13
名
）
で
、
最
高
齢

会
員
で
あ
る
94
歳
の
方
も
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
と
は

言
え
、
会
費
は
徴
収
す
る
も
の
の
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
は
、
何
一
つ
行
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
大
変
申
し
訳

な
い
一
年
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
月
１
回
ゆ

う
ゆ
う
会
の
日
と
し
て
、
室
内
と
屋

外
で
運
動
を
行
う
計
画
を
実
行
中
。

ジ
ャ
ン
ル
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ペ

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

　

6
月
27
日
（
月
）、
美
し
が
丘
南

公
民
館
に
て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
美
し

が
丘
南
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
昨
年
度
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
何
も
活
動
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
総
会
に
て
、
閉
じ
こ
も
り
を

な
く
す
た
め
に
、
月
に
1
度
は
会
員

み
ん
な
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
つ

タ
ン
ク
、
卓
球
バ
レ
ー
等
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
中
に
は
、
高
齢
で

あ
っ
て
も
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
等

に
は
行
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
る

た
め
、
会
員
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
、
本
年
は
実
行
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総会であいさつを総会であいさつを
する伊藤会長する伊藤会長

26 名が参加し新年度の方針決定26 名が参加し新年度の方針決定

誰でも楽しめるペタンク誰でも楽しめるペタンク

く
り
、
運
動
を
行
う
企
画
の
一
環
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
初
め
て
ペ
タ
ン
ク
を
す

る
方
も
多
く
、
男
性
2
名
、
女
性
6

名
の
計
8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
競

技
開
始
の
頃
は
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
の

も
慣
れ
な
い
様
子
で
し
た
が
、
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
皆
さ
ん
要
領
を
つ

か
み
、
思
い
通
り
に
ボ
ー
ル
が
転
が

る
と
、
拍
手
や
歓
声
が
響
く
場
面
も

あ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
が
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ル
な
の
か
も
分
か
ら
な

い
方
が
多
く
、
参
加
人
数
は
少
な
め

で
し
た
が
、
次
回
は
事
前
に
競
技
内

容
を
説
明
し
、
参
加
人
数
を
伸
ば
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ペタンクとは？
　ペタンクは「ビュット」と呼ばれ
る目標球を目がけてボールを投げ
合い、対戦相手よりもビュットの
近くにボールを近づけることがで
きれば勝ち、というスポーツです。
基本的なルールは簡単なので、年
齢や性別問わず楽しめるスポーツ
です。
　パラリンピックの公式競技の一
つであるボッチャは、ペタンクを
ベースにした競技でもあります。

総 会

ペ タ ン ク



（15）第 86号 令和 4年 8月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

毎
日
身
体
を
動
か
そ
う

　
女
性
部
で
体
操
の
練
習

御
笠
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

【
会
長　

奥
園　

末
生
】

御　笠

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信 　

7
月
11
日
（
月
）、
御
笠
地
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
女
性
部
長
が

集
ま
り
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」

の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長

と
、中
村
地
区
女
性
部
長
を
中
心
に
、

毎
日
身
体
を
動
か
す
た
め
に
も
「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
を
地
区
内
に

普
及
さ
せ
、
み
ん
な
で
健
康
長
寿
を

目
指
そ
う
と
、
会
場
に
体
操
の
動
画

を
映
し
出
し
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
ほ
と
ん
ど
の
活
動
を
自
粛
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
5
月
12
日
（
木
）

に
5
月
度
定
例
会
を
兼
ね
、
久
し
ぶ

り
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
う
こ
と
と
な
り
、
山
家
中
央
区
公

民
館
で
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
に
よ
る
紐
巻
き

ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
個
人
戦
方
式
で
行
い
、

玉
つ
き
紐
の
6
投
勝
負
で
、
各
自
3

回
戦
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
体
を
動
か
す
機
会
と
な
り
、

マ
ス
ク
越
し
で
も
、
分
か
る
ほ
ど
終

始
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
特
に
新
入
会
員

も
自
然
に
溶
け
込
み
、
頑
張
っ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

所
要
時
間
は
1
時
間
余
り
で
し

た
が
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
、
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
ま
た
、
や
り
た

い
ね
ー
」
と
い
う
声
が
多
く
、
大
好

評
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
以
上
に
少

数
で
も
、
元
気
な
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

順　位 氏　名 合計点
優　勝 満生 　省三 34点34点
準優勝 満生 ツユ子 25点25点
第3位 町田 　敏子 19点19点

大 会 結 果

（敬称略）（敬称略）

曲に合わせてテンポ良く曲に合わせてテンポ良く

動画を見ながら元気に体操動画を見ながら元気に体操

各
動
作
を
確
認
し
な
が
ら
、
練
習
に

励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
家
地
区
女
性
部
長
の
安

達
さ
ん
に
も
応
援
い
た
だ
き
、
和
や

か
な
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
は
、
高
齢
期

に
衰
え
や
す
い
機
能
の
維
持
・
改
善
に

向
け
た
7
つ
の
体
操
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り 

「
椅
子
に
座
っ
て
す
る
体
操
」「
立
っ

て
す
る
体
操
」
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
こ

と
を
覚
え
る
の
は
大
変
で
す
が
、
脳
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
各
地
区

で
覚
え
て
体
操
を
普
及
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

親
睦
深
め
る

�

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

ラ ダ ー ゲ ッ タ ー と
は、紐でつながって
いる２個のボールを
ラダー（ハシゴ）に
向かって投げ、ボー
ルがラダーに引っか
かると得点になるス
ポーツです。

14名会員数【会長　坂口　忠久】

山家中央区シニアクラブ山　家
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随随
想想

9 月 20 日は全国一斉9 月 20 日は全国一斉「社会奉仕の「社会奉仕の日」日」
　毎年各地区で行っていただいている全国一斉「社会奉仕の日」
の時期が近づいてきました。今年度もみんなで力を合わせて、地
域の美化活動に努めましょう。�（以下は、昨年度の活動の様子です）

二日市二日市 京町シニアクラブ
　会長　杉本　哲子

　令和 3 年 12 月 19 日（日）、男性 3 名、女
性 8 名が参加し清掃活動を行いました。
　コロナ禍の影響で、なかなか計画通りに実施
できず、また雨の日もあり順延し続けましたが、
ようやく 12 月中に実施することができました。
みんなで協力した結果、燃えるゴミ 9 袋分も集
まり、見違えるほど奇麗になりました。

筑　紫筑　紫

美咲シニアクラブ
� 会長　田川　秀美

　令和 3 年 11 月 20 日（土）、男性 10 名、
女性 12 名の計 22 名が参加し、美咲公園周
辺の清掃を行いました。
　結果、燃えるゴミ 10 袋、缶 1 袋、その他
の不燃物 1 袋の計 12 袋分のゴミを集めるこ
とができました。参加者の皆さんお疲れ様で
した。

「80 歳の壁」「80 歳の壁」（和田　秀樹　幻冬舎新書）（和田　秀樹　幻冬舎新書）

おすすめ書籍コーナーおすすめ書籍コーナー

読んでみました！　〜会員の感想〜

　人生 100 年時代と言われているが、健康
寿命の平均は男性 72歳、女性 75歳。80歳
を目前に寝たきりや要介護になる人は多い。
　書籍の中には「80歳の壁」は高く厚いが、
壁を超える最強の方法がある。それは、嫌
なことを我慢せず、好きなことだけをする
ことだそう。「食べたいものを食べる」「血圧・
血糖値は下げなくていい」「ガンは切らない」
「おむつを味方にする」「ボケることは怖く
ない」等々、思わず膝を打つヒントが満載
の書籍であった。その他にも
★�食べたいものは食べていい。お酒も飲ん
でいい。
★健康診断は受けないほうがいい。

★ガンは切らないほうがいい。
★�血圧、血糖値、コレステロールは下げな
くていい。
★薬は不調があるときだけ飲めばいい。
★運転免許証は返納しなくていいい。
★運動はほどほどに。散歩が一番。
★脳トレよりも自分が好きなことをする。
★�認知症になっても生きる力と知恵は最後
まで残る。
　など書籍には、大変興味深い項目が多く
あり、目からウロコだった。これを読むと「ボ
ケることが怖くなくなる」気がする。80歳
からのシニアライフを皆さんも一緒に楽し
もう！
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随随
想想
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

��

侵
攻
に
思
う

侵
攻
に
思
う
‼‼

　

こ
の
た
び
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
美
し
い
街
並
み

が
無
残
に
破
壊
さ
れ
て
い
く
惨
状
を

目
の
当
た
り
に
し
、
先
の
大
戦
で
被

災
し
、
私
の
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
あ
の
忌
ま
わ
し
い
悲
惨
な
少

年
時
代
の
悪
夢
と
重
な
っ
た
。

　

�

昭
和
20
年
6
月
16
日
、
米
軍
Ｂ

29
爆
撃
機
の
大
編
隊
に
よ
る
福
岡
県

初
の
空
爆
が
北
九
州
5
市
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
波
状
的
に
米
機
は

来
襲
し
、
6
月
19
日
の
真
夜
中
に
は

福
岡
市
の
中
心
部
が
猛
爆
を
受
け
、

町
の
4
分
の
1
が
焼
失
し
未
曾
有
の

大
被
害
を
受
け
た
。
中
で
も
最
大
規

模
の
空
爆
は
8
月
8
日
の
八
幡
製
鉄

所
を
狙
っ
た
大
空
襲
で
、
八
幡
市
全

域
に
火
の
雨
が
降
り
注
ぎ
、
炎
の
海

と
化
し
、
町
は
死
傷
者
で
あ
ふ
れ
か

え
り
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

　

そ
の
日
は
朝
か
ら
ど
ん
よ
り
と
し

た
薄
曇
り
の
鬱
陶
し
い
蒸
し
暑
い
日

で
あ
っ
た
。
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン

と
と
も
に
、
私
た
ち
小
学
生
は
一
斉

に
下
校
し
家
路
を
急
い
だ
。
当
時
は

父
が
八
幡
製
鉄
所
に
勤
務
し
て
い
た

た
め
、
製
鉄
所
に
近
い
平
野
町
の
社

宅
に
居
を
構
え
て
い
た
。

　

昼
前
、
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
と

と
も
に
、
Ｂ
29
爆
撃
機
の
大
編
隊
が

社
宅
上
空
に
飛
来
し
て
き
た
と
思
っ

た
そ
の
瞬
間
、
焼
夷
弾
が
わ
が
家
の

居
間
と
玄
関
の
2
カ
所
に
落
ち
て
き

た
。
こ
の
焼
夷
弾
は
ク
ラ
ス
タ
ー
爆

弾
で
、
投
下
さ
れ
る
と
空
中
で
破
裂

し
て
、
複
数
の
子
爆
弾
が
広
範
囲
に

ば
ら
撒
か
れ
、
家
屋
を
焼
き
尽
く
す

の
に
非
常
に
効
率
の
高
い
焼
夷
弾
で

あ
っ�

た
。
そ
の
直
後
、
社
宅
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
始

め
、
わ
が
家
で
は
在
宅
し
て
い
た
母

と
小
学
4
年
生
の
私
と
4
歳
に
な
る

妹
の
3
人
が
、
自
宅
庭
に
仮
設
さ
れ

た
簡
易
防
空
壕
に
避
難
し
よ
う
と
台

所
の
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
た
。
そ
の
瞬

間
、
異
様
な
空
気
を
引
き
裂
く
よ
う

な
も
の
す
ご
い
金
属
の
落
下
音
と
と

も
に
、
大
型
焼
夷
弾
が
わ
が
家
の
防

空
壕
を
直
撃
し
た
。�

瞬
時
に
も
の
す

ご
い
爆
風
と
と
も
に
火
炎
が
吹
き
上

が
っ
て
き
た
。

　

数
秒
の
行
動
の
差
で
九
死
に
一
生

を
得
て
、
難
を
逃
れ
た
私
た
ち
親
子

3
人
は
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
町
内

に
設
置
さ
れ
て
い
た
共
同
防
空
壕
を

目
指
し
逃
げ
の
び
た
。�

父
と
の
再
会

を
果
た
し
た
の
は
、
社
宅
全
体
が
焦

熱
地
獄
と
化
し
、
す
べ
て
が
焼
き
尽

く
さ
れ
、
Ｂ
29
爆
撃
機
が
立
ち
去
っ

た
後
で
あ
っ
た
。

　

以
上
が
私
の
少
年
時
代
の
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
被
爆
体
験
の
ひ
と

こ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
蓄
財
の

全
て
を
失
い
、
奈
落
の
底
に
突
き
落

と
さ
れ
た
よ
う
な
失
意
の
連
続
で
、

父
の
出
身
地
で
あ
る
鹿
児
島
に
引
き

上
げ
た
後
の
生
活
も
、
戦
後
10
年
間

は
辛
酸
を
極
め
、
苦
し
い
窮
乏
生
活

が
続
い
た
。
戦
後
の
復
興
に
は
莫
大

な
費
用
と
長
い
時
間
を
要
す
る
。
戦

争
は
悲
惨
で
あ
る
。
戦
争
が
起
こ
れ

ば
青
春
も
命
も
人
生
も
な
い
。�

　

こ
の
た
び
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
は
、
国
際
法
を
無
視

し
た
暴
挙
で
あ
る
。
ソ
連
崩
壊
に

伴
っ
て
独
立
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、

１
９
９
４
年
に
領
土
内
に
残
っ
た
核

兵
器
の
放
棄
と
引
き
換
え
に
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
安
全
を
保
障
す
る
義
務

を
明
記
し
た
覚
書
を
米
・
英
・�

ロ
と

交
わ
し
て
い
る
。
今
回
の
ロ
シ
ア
は

そ
の
覚
書
を
反
故
に
し
て
の
侵
攻
だ

っ
た
。
戦
争
が
始
ま
る
と
条
約
も
覚

書
も
法
律
も
意
味
を
な
さ
な
い
。
す

べ
て
無
視
さ
れ
る
。
罪
の
な
い
市
民

の
平
和
な
生
活
を
奪
い
、
家
を
焼
き

尽
く
し
、
占
領
地
で
は
虐
殺
や
住
民

の
強
制
連
行
、
数
々
の
蛮
行
、
さ
ら

に
は
主
権
国
家
の
領
土
を
ロ
シ
ア
の

属
地
に
変
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
分
断

国
家
に
改
造
す
る
恐
怖
支
配
を
続
け

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
無
謀
な
侵
略

行
為
に
対
し
て
国
民
の
批
判
を
招
か

な
い
よ
う
に
、
徹
底
し
た
情
報
封
鎖

も
行
っ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
手
段
を
講
じ
よ
う
と

も
、
民
族
の
魂
ま
で
は
改
造
で
き
る

は
ず
が
な
い
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
は
一
層
の
混
迷
を
深
め

て
い
る
。
世
界
は
今
後
ど
う
な
る
か

出
口
が
見
え
な
い
。
人
類
が
仲
良
く

し
な
け
れ
ば
平
和
は
望
め
な
い
。

　

核
戦
争
は
世
界
の
絶
滅
を
招
く
。

　

次
世
代
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち

に
、
戦
争
の
残
酷
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
伝
え
、
争
い
の
な
い
幸
せ
な
世
界

を
引
き
継
ぐ
の
は
、
私
た
ち
大
人
の

責
務
で
あ
る
と
思
う
。�

針
摺
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

本
田
　
　
正
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随随
想想

私
の
戦
争
論

私
の
戦
争
論

西
小
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

髙
原
　
儀
雄

（
前
　
編
）

　

毎
年
8
月
と
も
な
る
と
必
ず
や

70
数
年
前
の
太
平
洋
戦
争
当
時
の

悲
惨
な
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
く

る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
当
時
の
日
本
列
島

は
連
日
ア
メ
リ
カ
軍
機
の
猛
攻
に

さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
空
襲
警
報
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
け
ば
人
々
は

命
か
ら
が
ら
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん

で
は
敵
機
が
去
る
ま
で
、
ぶ
る
ぶ

る
震
え
な
が
ら
身
を
潜
め
て
い
た
。

そ
の
た
め
人
々
は
空
爆
下
の
中
で
、

死
中
に
活
を
求
め
て
は
、
右
往
左

往
し
、
あ
る
い
は
逃
げ
迷
い
九
死

に
一
生
を
得
て
い
た
。

　

再
び
当
時
を
振
り
返
る
と
わ
が

筑
紫
野
市
の
西
鉄
筑
紫
駅
で
も
米

軍
機
の
機
銃
掃
射
で
も
っ
て
多
く

の
死
傷
者
を
出
し
て
い
た
（
当
時
の

筑
紫
駅
界
隈
は
三
笠
村
で
あ
っ
た
）

　

と
り
わ
け
大
都
市
部
で
の
空
襲

は
凄
惨
で
あ
っ
た
。
犠
牲
者
の
お

お
か
た
が
焼
夷
弾
に
よ
る
焼
死
で

あ
っ
た
。
就
中
、
米
空
機
の
空
爆

は
聞
き
し
に
勝
る
も
の
で
あ
っ
た
。

米
軍
機
は
ま
ず
に
大
量
の
ガ
ソ
リ

ン
を
空
中
か
ら
拡
散
し
、
そ
の
上

で
焼
夷
弾
を
雨
粒
の
ご
と
く
投
下

し
た
。
わ
が
国
の
家
屋
が
木
造
建

築
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
鉄
や

私
鉄
の
交
通
機
関
を
も
攻
撃
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た
。

　

都
市
部
で
は
多
く
の
市
民
が
空

襲
を
避
け
る
た
め
に
地
方
に
疎
開
、

米
軍
機
は
そ
れ
を
見
逃
す
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
米
軍
機
の

無
差
別
攻
撃
で
も
っ
て
多
く
の
一

般
国
民
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
た
が
、

爆
撃
機
に
よ
る
無
差
別
攻
撃
と
い

え
ば
、
わ
が
日
本
軍
も
中
国
の
重

慶
で
も
っ
て
、
同
様
の
攻
撃
を
行

っ
て
い
た
。

　

や
が
て
、
昭
和
20
年
8
月
、
陛

下
に
よ
る
終
戦
の
詔
旨
が
発
せ
ら

れ
る
の
だ
が
、
僕
は
そ
の
日
の
様

子
が
未
だ
に
鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
る
。
当
時
の
僕
は
12
、
3

歳
に
し
て
草
深
い
片
田
舎
の
集
落

に
住
ん
で
い
た
。

　

お
り
か
ら
村
落
の
肝
入
り
が
村

中
に
「
お
触
れ
」
を
伝
え
走
り
回
っ

て
い
た
。「
村
の
衆
よ
。
今
日
は
か

し
こ
く
も
陛
下
か
ら
大
事
な
勅
宣

が
発
せ
ら
れ
る
の
で
公
民
館
に
至

急
集
ま
る
よ
う
に
」
と
。
そ
の
日
は

忘
れ
も
し
な
い
昭
和
20
年
8
月
15

日
の
盂
蘭
盆
の
日
で
あ
り
、
わ
ず
か

な
が
ら
朝
夕
は
秋
の
気
配
を
感
じ

る
頃
で
あ
っ
た
。
村
人
た
ち
は
重
い

足
取
り
で
や
っ
て
き
て
い
た
が
、
見

れ
ば
村
人
た
ち
の
前
に
は
村
に
1

台
し
か
な
い
年
代
も
の
の
ラ
ジ
オ

が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
ラ
ジ
オ
か

ら
聞
き
取
り
に
く
い
陛
下
の
詔
り

が
流
れ
て
い
て
村
人
た
ち
の
誰
も

が
平
身
低
頭
、
う
や
う
や
し
く
拝

聴
。
そ
の
日
を
も
っ
て
わ
が
国
民
が

敗
戦
を
知
る
こ
と
と
な
る
。

　

村
の
若
い
衆
の
中
に
は
「
わ
が
神

国
は
開
闢
以
来
敗
却
の
屈
辱
を
受

け
る
な
ど
一
度
た
り
と
も
な
い
。
勇

猛
に
し
て
果
敢
な
る
わ
が
国
の
兵

戒
の
士
で
あ
る
。
鬼
畜
米
英
ご
と
き

に
劣
勢
何
を
言
わ
ん
」
な
ど
と
叫
ん

で
は
気
炎
を
上
げ
る
も
の
も
い
た
。

　

い
や
い
や
、
中
に
は
「
毛
唐
ご

と
き
に
、
わ
れ
ら
の
社
稷
を
穢
す

わ
け
に
は
い
か
ん
。
皆
の
衆
、
い

ざ
行
か
ん
。
国
土
成
就
を
目
指
し
、

起
死
回
生
こ
の
手
に
あ
り
し
」
な

ど
大
喝
し
て
は
大
言
壮
語
の
輩
も

い
た
。後

編
は
第
87
号
で
掲
載

知っていますか？

QRコード

　最近、広告や食品パッケージな
どで、何やら分からない模様が入っ
た四角形を目にしますよね？
　あれは「QRコード」と言って、
あの四角の中に情報が入っており、
スマートフォンなどの「QRコー
ド読み取りアプリ」で読み取ると、
ホームページに簡単に行けたり、
マイナンバーを登録することがで
き大変便利です。
　皆さんもスマートフォンを活用
して、QRコードを実際に読み取っ
てみましょう！

便利な機能を
もっと活用しよう！

随随
想想
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随随
想想
カ
ラ
ス
と
柿
の
木

カ
ラ
ス
と
柿
の
木

永
岡
永
寿
会
　
　
政
住
　
光

　

日
本
に
は
７
種
類
の
カ
ラ
ス
が
い

る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
中
で
ハ
シ
ブ

ト
ガ
ラ
ス
と
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
の
２

種
類
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

カ
ラ
ス
は
ま
だ
日
が
昇
り
き
ら
な

い
早
朝
か
ら
活
動
し
ま
す
。
ハ
シ
ブ

ト
ガ
ラ
ス
は
主
に
動
物
食
傾
向
が
強

く
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
が
こ
の
近
辺

に
は
多
く
、
食
性
は
雑
食
性
で
生
ご

み
や
動
物
の
死
骸
を
つ
い
ば
ん
で
食

べ
た
り
農
作
物
な
ど
食
べ
る
た
め
、

農
業
害
鳥
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

カ
ラ
ス
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
次
に
賢

い
と
言
わ
れ
、
ま
た
目
が
非
常
に
良

く
虹
を
10
～
14
色
に
見
分
け
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
は
目
だ
け
で
な
く
臭
覚
も

優
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
夕
方
は

市
指
定
の
生
ご
み
を
出
し
て
カ
ラ
ス

に
食
い
破
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
夕
方

出
す
た
め
に
赤
飯
の
残
り
を
ビ
ニ
ー

ル
に
包
ん
で
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
、
上

空
か
ら
は
絶
対
見
え
な
い
と
こ
ろ
に

隠
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
横

か
ら
来
て
ゴ
ミ
袋
を
食
い
破
り
、
奇

麗
に
赤
飯
は
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
上

空
か
ら
は
目
で
は
見
え
な
い
の
に
、

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
カ
ラ
ス
の

能
力
は
素
晴
ら
し
い
と
感
心
し
ま
し

た
。

　

先
日
早
朝
の
散
歩
中
に
電
線
に
、

カ
ラ
ス
が
20
数
羽
も
か
た
ま
っ
て
止

ま
っ
て
い
た
の
で
、
な
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
下
の
道
路
に

カ
ラ
ス
が
車
に
は
ね
ら
れ
死
ん
で
い

ま
し
た
。
カ
ラ
ス
が
あ
ん
な
に
集
ま

れ
る
の
は
、
や
は
り
カ
ラ
ス
同
士
の

言
葉
か
、
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
「
俗
信
」
で
は
、
古
来
カ
ラ

ス
は
霊
魂
を
運
ぶ
霊
鳥
と
さ
れ
て
い

て
「
鳥
鳴
き
が
悪
い
と
人
が
死
ぬ
」

と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
カ
ラ
ス
が
騒

い
だ
り
異
様
な
声
で
鳴
く
と
、
そ
の

近
所
に
死
人
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
カ
ラ
ス
の
「
慣
用
句
」

で
は
、
カ
ラ
ス
の
行
水
（
す
ぐ
に
風

呂
か
ら
あ
が
っ
て
し
ま
う
）、
闇
夜

に
カ
ラ
ス
（
見
分
け
が
つ
か
な
い
こ

と
の
例
え
）、
烏
合
の
衆
（
統
制
の

取
れ
て
い
な
い
集
団
を
さ
す
言
葉
）、

カ
ラ
ス
の
足
跡
（
目
ぢ
り
の
し
わ
が

足
跡
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
）、

三
羽
烏
（
三
人
組
の
例
え
）
等
が
あ

り
「
歌
曲
」
で
は
（
夕
焼
け
小
焼
け・

七
つ
の
子
）
が
あ
り
ま
す
。

　

私
宅
に
は
２
本
の
柿
木
が
あ
り
ま

す
。
１
本
は「
太
秋
」と
い
う
種
類
で
、

現
在
は
も
う
き
れ
て
い
ま
す
が
植
物

特
許
で
、
10
㍍
ほ
ど
離
れ
て
「
富
有

柿
」
が
あ
り
ま
す
。
問
題
は
「
太
秋

柿
」
の
方
で
、
ま
だ
８
月
下
旬
の
実

は
小
さ
く
て
色
も
青
い
の
に
カ
ラ
ス

か
ら
１
日
に
20
数
個
も
食
べ
ら
れ
ま

し
た
。
食
べ
て
み
る
と
小
さ
く
青
い

の
に
、
も
う
渋
く
な
く
て
甘
い
で
す
。

　

太
秋
柿
は
成
熟
す
る
と
実
は
大
き

く
柔
ら
か
く
、
そ
れ
ら
の
こ
と
で
植

物
特
許
が
出
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
カ
ラ
ス
に
は
ま
だ
青
い
柿
が
甘

く
な
っ
て
る
と
、
そ
れ
が
ど
う
し
て

分
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？
も
う
１
本

の
甘
柿
の
富
有
柿
に
は
カ
ラ
ス
は

全
然
来
ま
せ
ん
。
柿
が
熟
れ
る
前
に

落
ち
て
し
ま
う
柿
の
最
大
の
害
虫
の

「
ヘ
タ
虫
」�

も
富
有
柿
は
少
な
い
で

す
。
頭
の
良
い
カ
ラ
ス
か
ら
柿
が
食

べ
ら
れ
な
い
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
試
し
ま
し
た
。

　

網
を
張
る
な
ら
目
の
小
さ
な
も
の

で
、
隙
間
な
く
張
ら
な
い
と
20
㌢
く

ら
い
の
隙
間
が
あ
れ
ば
そ
こ
か
ら
入

っ
て
く
る
し
、
キ
ラ
キ
ラ
の
テ
ー
プ

を
張
っ
て
も
怖
が
ら
な
い
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
カ
ラ
ス
を
逆
さ
吊
り
し

て
も
怖
が
ら
な
い
し
、
臭
い
の
キ
ツ

イ
殺
虫
剤
も
消
毒
も
し
た
が
効
果
な

し
。�

カ
ラ
ス
は
直
接
、
柿
の
実
に

は
飛
ん
で
来
な
い
の
で
横
の
電
柱
の

上
や
隣
の
樹
木
な
ん
か
に
一
旦
止
ま

り
、
様
子
を
見
て
そ
こ
か
ら
来
て
い

ま
す
。
カ
ラ
ス
を
追
い
払
う
に
は「
ロ

ケ
ッ
ト
花
火
」
が
一
番
良
い
と
思
い

ま
す
。
火
を
つ
け
る
と
シ
ュ
ッ
ー
と

10
㍍
ほ
ど
飛
ん
で
大
き
な
音
で
パ
ー

ー
ン
と
爆
発
す
る
の
で
、
カ
ラ
ス
は

一
目
散
に
逃
げ
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
花
火
を
打
つ
の
も
良
い
が
、
い
つ

も
見
張
っ
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ

れ
も
駄
目
で
し
た
。
今
ま
で
い
ろ
い

ろ
と
カ
ラ
ス
と
闘
い
を
し
て
き
ま
し

た
た
が
、
こ
れ
と
い
う
策
は
あ
り
ま

せ
ん
。
わ
ら
人
形
を
作
っ
て
柿
の
木

の
下
に
置
い
て
み
ま
し
た
が
カ
ラ
ス

は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
カ

ラ
ス
撃
退
を
検
索
し
て
み
る
と
果

樹
園
な
ど
の
鳥
害
防
止
に
効
果
が
あ

る
「
カ
ラ
ス
な
ぜ
逃
げ
る
」
を
設
置

し
た
ら
、
二
度
と
カ
ラ
ス
は
近
寄
っ

て
来
な
い
と
い
う
広
告
が
あ
り
ま
し

た
。
早
速
そ
れ
を
買
っ
て
設
置
す
る

と
カ
ラ
ス
は
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

何
も
せ
ず
に
い
た
ら
２
～
３
日
で
カ

ラ
ス
に
全
部
食
べ
ら
れ
て
い
た
柿

も
、�

こ
れ
で
や
っ
と
カ
ラ
ス
と
の
闘

い
は
終
わ
り
、
秋
に
は
お
い
し
い
柿

が
収
穫
で
き
ま
し
た
。



第 86号（20）令和 4年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

【第１問】
きかうにんこっ
ヒント：交代で書きます

【第４問】
たらみんしごだ
ヒント：人気の和菓子です

【第７問】
きしかいてょう
ヒント：家庭に訪問します

【第10問】
りんけずえつぴ
ヒント：文房具の一つです

【第13問】
くにがしきゅう
ヒント：最初の学校行事です

【第２問】
ふんるえいざん
ヒント：冬に流行します

【第５問】
うらびさじああ
ヒント：石油大国です

【第８問】
んんじいすみか
ヒント：人によって様々です

【第11問】
けいまめざどし
ヒント：起こしてくれます

【第14問】
ひれくなんんん
ヒント：万が一に備えて行います

【第３問】
せしいょうくが
ヒント：勉強しに行きます

【第６問】
かおかにりおぎ
ヒント：コンビニで売っています

【第９問】
すいあーくむり
ヒント：冷たくて甘いです

【第12問】
れくーーげんむ
ヒント：景品を獲得します

【第15問】
ょくんたけいき
ヒント：中国武術です

ちょっと一息 脳トレの時間
バラバラに並んだ５文字
のひらがなを並び替えて
正しい言葉をつくりま
しょう。

頭の体操

クイズ

ひらがな
並び替え
ひらがな

《解答は 15ページ》

ぞいこうれ きるまだゆ

じとんむう はたけなば

うにぎょん しだいゅく

がかいんえ あかさおん

【答えは23ページ】

　バラバラに並んだ7文字のひらがなを
並び替えて正しい言葉を作りましょう。

「まっ太くん」
「まっ太フォン」



（21）第 86号 令和 4年 8月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

会員文芸

認
知
症
あ
な
た
の
笑
顔
が
薬
で
す

酒
ク
ス
リ
酒
は
毒
だ
と
我
に
問
う

ド
ラ
ッ
グ
に
酒
と
肝
薬
売
っ
て
い
る

散
歩
道
花
に
癒
さ
れ
ほ
っ
こ
り
と

子
の
見
合
い
親
父
飲
み
過
ぎ
破
断
で
す

マ
ス
ク
し
て
目
も
と
優
し
く
愛
想
よ
く

故
郷
に（
ロ
シ
ア
）帰
り
た
く
無
い
渡
り
鳥

仏
前
で
一
人
二
役
ひ
と
り
言

人
生
は
鈍
行
列
車
の
一
人
旅

菜
園
に
助
け
ら
れ
て
る
物
価
高

誕
生
日
ロ
ー
ソ
ク
吹
い
て
立
ち
く
ら
み

寝
坊
し
て
雨
戸
開
け
れ
ば
人
だ
か
り

確
か
め
る
む
か
し
愛
情
い
ま
寝
息

書
き
込
ん
だ
予
定
は
す
べ
て
診
察
日

「
ア
ー
ン
し
て
」
む
か
し
ラ
ブ
ラ
ブ
い
ま
介
護

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会

�

「
シ
ル
バ
ー
川
柳
」よ
り

【
よ
れ
よ
れ
爺
の
ひ
と
り
ご
と
】

【
よ
れ
よ
れ
爺
の
ひ
と
り
ご
と
】

【
シ
ニ
ア
川
柳
】

【
シ
ニ
ア
川
柳
】

【
俳
【
俳  

句
】
句
】

西
村
　
蓬
頭
　
選

針
摺
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

顕
聖

天
山
悠
遊
ク
ラ
ブ　

中
村　

和
子

背
の
び
し
て
届
か
ぬ
高
さ
藤
の
花

草
餅
を
並
ん
で
求
め
道
真
忌

花
散
り
て
静
け
さ
戻
る
観
世
音

公
園
の
桜
に
母
を
偲
び
け
り

【
五
【
五  

行行  

歌
】
歌
】

桜
台
ほ
の
ぼ
の
会

桜
台
ほ
の
ぼ
の
会

　
　
五
行
歌
の
会

　
　
五
行
歌
の
会

�
【
氏
本
　
ツ
ギ
子
】

生
き
て
い
く

目
標
が
見
つ
か
っ
た
時

子
供
の
笑
顔
に

自
分
と

向
き
合
っ
て
見
る

駅
前
通
り

老
桜
の
株
の
元

ひ
っ
そ
り

二
、三
輪
咲
い
て

可
愛
す
ぎ
て
足
止
ま
る

高
い
窓
か
ら

見
る
桜
の
ピ
ン
ク

ほ
こ
ら
し
げ
に

巡
る
季
節
を

教
え
て
く
れ
る

�

【
中
野
　
信
子
】

炊
飯
器
の
中
で

古
代
よ
り
目
覚
め

一
晩
で
お
赤
飯
に

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
豆
は

初
夏
の
ロ
マ
ン

春
色
の
公
園
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

マ
ス
ク
も

今
日
は

桜
色

満
開
の
桜

春
一
色
の
公
園

で
も
テ
レ
ビ
の
中
の

ブ
ル
ー
の
瞳
は

涙
で
あ
ふ
れ
て
た

�

【
森
部
　
チ
エ
子
】

庭
先
の
エ
ゴ
の
花

咲
い
て
は
落
ち
て

白
い
絨
毯

踏
む
の
を
惜
し
み

遠
ま
わ
り

雨
に
濡
れ
て
咲
く

色
と
り
ど
り
の
花
菖
蒲

過
ぎ
し
庭
の
池
に

咲
い
て
た
の
を
思
い
出
し

心
癒
さ
れ
感
無
量

曾
孫
が
生
れ
た

お
ず
お
ず
抱
く
手
が

震
え
る

娘
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
…

或
る
日
の
出
来
事

年
令
を
重
ね
る
か
ら

老
い
る
の
で
は
な
く

理
想
！
趣
味
！
夢
を

失
く
し
た
時

年
を
と
る

肥
後
椿
落
ち
つ
ぎ
庭
の
華
や
け
り

伽
羅
蕗
の
滅
法
辛
き
普
茶
料
理

不
揃
の
お
は
ぎ
墓
前
に
お
中
日

牡
蠣
小
屋
の
焼
網
見
つ
め
待
つ
子
供

真
知
子
岩
気
嵐
の
中
文
字
薄
れ

散
る
桜
浴
び
て
散
歩
の
犬
駆
く
る

硝
子
窓
額
縁
に
し
て
雛
並
ぶ

か
た
ま
っ
て
蛍
火
の
咲
く
木
々
の
闇

盆
ま
ゐ
り
木
立
を
渡
る
風
の
道

行
く
秋
の
白
壁
の
街
散
策
す

自
動
ド
ア
ひ
ら
り
と
落
葉
コ
ン
ビ
ニ
へ



第 86号（22）令和 4年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）。
一部のタイプでは特定感染症に感染した場合や、他人の物を壊したり、

他人にケガをさせた場合＊1も対象となります。１人1口加入で年齢制限はありません

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

2022年10月始期
2023年  4月始期版

②掛金内容・補償内容【下記◆重要◆と併せてご確認ください】

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単
位老人クラブです。

◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続
きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

（複数口加入はできません）。

傷　害　保　険 〈掛金・補償内容〉

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。自分のケガは対象になりません。
賠 償 責 任 保 険

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間（中途加入可）
支払限度額1億円

〈掛金・補償内容〉

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・
総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説
明書」をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の
代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な
点は、代理店までお問い合わせください。

2022年3月作成　21-TC11211

①保険始期月
　および保険期間

保険始期月
2022年10月
2023年4月

保険期間
2022年10月1日午後4時から1年間
2023年4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2022年7月15日～9月15日まで
2023年1月15日～3月15日まで

（１）「所属する単位クラブが予め計画・実施する活動」および
（２）「市区町村（地区・校区）から全国までの各連合会が主催

する活動イベント」ならびに
（３）「老人クラブ関係者として他団体の活動」への参加・往復

途上を含みます。
（４）事故証明者：単位クラブ関係者、参加した主催老連関係者

④（注1）往復途上とは、自宅(マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む)を出てから、クラブ活動場所までの通常経路を指します。
⑤（注2）死亡保険金と後遺障害保険金をどちらも請求する場合、いずれかの補償額が上限となります。（例：すでに支払った後遺障害保険金がある場合の死亡保険金は、すで

に支払った金額を控除した残額となります）後遺障害の程度に応じて、後遺障害保険金の4%～100%が支払われます。
⑥（注3）手術保険金として、入院中は入院保険金日額の10倍、外来（入院中以外）は5倍がお支払対象となります。傷の処置や抜歯等お支払いの対象外の手術があります。
⑦（注4）特定感染症危険補償特約。2022年2月現在、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第6条第7項第

3号に規定されていますので、補償対象となります。特定感染症を発病した場合に、後遺障害保険金、入院保険金、通院保険金について（除く死亡保険金、手術保険金）
補償の対象となります。

⑧（注5）特定感染症、地震・噴火・津波危険補償、熱中症危険補償はクラブ活動中・活動以外を問わず24時間対象ですが、補償額はⒶ死亡保険金（除く特定感染症補償）、Ⓑ後
遺障害保険金、Ⓒ 入院保険金日額、Ⓓ通院保険金日額の下段（ ）内の補償額（活動中以外の補償額）となります。

⑨（注6）1事故について1億円を限度に保険金をお支払いします。自動車等を運転中に生じた事故については対象外となります。

◆重要◆

③【クラブ活動中とは】

タイプ

補償内容

対象となる保険金

対象となる保険金

対象となる保険金

（A死亡保険金は対象外です）

（保険金額）

クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。 クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)の

ケガを補償します。

掛  金

【補償額】上段：活動中のケガの補償額　下段：（活動中以外のケガの補償額）

24時間型補償充実 活  動  型

8,000円／年 5,000円／年 3,500円／年 1,000円／年 500円／年12,000円／年

（注2）

（注2）

（注3）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

（事故から180日以内）

（事故から180日以内）

（事故から180日以内、30日限度）

（事故から180日以内、30日限度）

（注6）（自転車事故も含む）
個人賠償責任補償

（注4）

（注5）

（新型コロナウイルス感染含む）
（始期日から10日間は免責）

特定感染症危険補償

地震・噴火・津波
 危険補償

熱中症危険補償

A

A

B

C

D

（注5）B C D

B C D

（注5）A B C D

352万円
（182万円）
352万円
（182万円）
6,300円
（2,300円）
3,700円
（1,100円）

208万円
（123万円）
208万円
（123万円）
3,200円
（1,200円）
2,050円
（750円）

189万円
（104万円）
189万円
（104万円）
3,050円
（1,050円）
1,950円
（650円）

119万円
（74万円）
119万円
（74万円）
1,800円
（800円）
1,150円
（500円）

85万円

85万円

2,000円

1,300円

45万円

45万円

1,000円

650円

1億円限度

お申し込みは 8 月末日まで。単位クラブ会長にどうぞ
（2022年 10月から保険開始をご希望の場合）
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❖�令和 5 年新年号�投稿要項�❖❖�令和 5 年新年号�投稿要項�❖
　令和 5年 1月１日発行の原稿を歓迎します。原稿は
シニアクラブやその仲間で行った諸活動報告や会員の日
常生活、紀行文、随想、短歌、俳句、五行歌、川柳など
ジャンルは何でも結構です。原稿は、事務局へ郵送また
は FAX、もしくはご持参ください。

《原稿締切：令和 4 年 10 月末日》

スポンサーへのお礼

　このたびは「椿山」の発行にあたりま
して広告の掲載をいただき誠にありがと
うございました。
　本誌は、会員が豊かで幸せな生活を送
れるように願って発行いたしております。
　これからも末永きご厚誼、ご支援を賜
りますようお願い申しあげます。
筑紫野市シニアクラブ連合会
� 会　長　小川　豊

編 記後集

　昨年度は、コロナ禍の影響で思うように活動がで
きませんでしたが、今年度は予定通り行事を開催し、
会員同士が親睦を深める機会を増やしていけること
を願っています。
　広報紙「椿山」では、コロナ禍でも工夫を重ねな
がら活動を継続している各校区・単位クラブの皆さ
んの活動の様子をはじめ、会員皆さんの投稿作品を
掲載していきたいと思います。ぜひ充実した紙面づ
くりにご協力をよろしくお願いいたします。� 文教部

◆会場：福岡県立美術館
◆会期（第１期） 洋画・彫刻・工芸・デザイン
10月12日（水）〜10月16日（日）

◆会期（第2期） 日本画・書・写真
10月18日（火）〜10月23日（日）

《開催期間》《開催期間》

〒 810-0001
福岡市中央区天神5丁目 2-1福岡県立美術館内

TEL 092-713-4200　FAX 092-791-1472TEL 092-713-4200　FAX 092-791-1472

《お問合せ先》

コイン募金のお礼 10万円「子ども食堂」へ寄付
　筑紫野市シニアクラブ連合会では、コイン募金活動をお願いして
います。このたび「特定非営利活動法人チャイルドケアセンター」
を通じて「子ども食堂」へ 10万円を寄付。寄付金は、地域の子育
て支援の取り組みの運営費として役立てていただきます。
　いつもご協力いただき誠にありがとうございます。この場を借り
て厚くお礼申しあげます。

《20 ページ　ひらがな並び替えクイズ 答え》
①こうかんにっき　②いんふるえんざ　③しょうがくせい　④みたらしだんご　⑤さうじあらびあ　⑥おかかおにぎり
⑦かていきょうし　⑧すいみんじかん　⑨あいすくりーむ　⑩えんぴつけずり　⑪めざましどけい　⑫くれーんげーむ
⑬にゅうがくしき　⑭ひなんくんれん　⑮たいきょくけん

皆さんの生きがいを披露！

第22回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭

2022 福岡県
シニア美術展作品募集中

お知らせコーナーお知らせコーナー

7月8日（金）〜9月9日（金）消印有効
《出品申込期間》《出品申込期間》出品料：１点1,500円

文章と一緒に
ぜひお写真も
お寄せください！



「椿
ちんざん
山」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 86号（24）令和 4年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

丹精込め育てた400 鉢
　盆栽の魅力は、自然に沿った美しさの表現（基本樹形）と樹
種の多さ（松柏、雑木、花物、実物、草物）だと思います。
　そんな盆栽を始める動機になったのは、昭和 42、3 年頃、
旧国道 3 号線沿いのうどん屋さんの駐車場で開催されていた盆
栽市に行き、樹形や季節によって変化する新緑と紅葉や、花実
の華麗さに魅了されたことがきっかけでした。
　現在、盆栽市での購入や実生、さし木等により年々
増加し、約 400 鉢保有していますが、それらを 3 年
周期で春に植え替えをしています。その他、季節の
変化に伴い、水やりや施肥、芽つみ、整形、遮光、消毒、
除草作業に追われるなど、盆栽の管理は想像以上に
手間がかかるため、今も多忙な日々を送っています。
　今後の目標は、現在コロナ禍により中止になって
いる公民館活動での盆栽教室の再開すること。また、
筑紫野市シニア連のシニア祭りへ作品を出品し、盆
栽の魅力を広め、愛好者を増やすよう努めていきた
いと思います。 庭先を彩る美しい盆栽たち庭先を彩る美しい盆栽たち

福住博正さん福住博正さん

一つずつ一つずつ
丁寧に管理丁寧に管理

《盆　栽》

これが私の生きがいこれが私の生きがい

いろいろ趣 味
御笠地区　東吉木シニアクラブ　福住　博正


